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１．当四半期決算に関する定性的情報 

当社は、前第１四半期連結累計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間及

び前連結会計年度末との比較分析は行っておりません。 

 

(1) 経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、消費税率引き上げにともなう駆け込み需要の反動により

個人消費が弱含みで推移しているものの、企業収益は引き続き改善基調で推移しており、景気は緩やかな回復基

調が続いているものと思われます。しかしながら、円安による原材料や原油価格の上昇、新興国の経済成長鈍化

など、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

印刷業界におきましても、ペーパーレス化に伴う需要の減少や同業者間の受注競争の激化による単価の低迷な

ど、依然として厳しい経営環境が続いております。 

このような環境下にあって当社は、「意識改革の年」を会社方針として、印刷業界を取り巻く環境が急速に変

化していく中、持続的に成長する企業であり続け、更なる企業価値の向上を目指すためには、さまざまな変化に

対応できるよう先ずは自らが意識を変え、前向きに行動を起こすことが重要であると考え進めてまいりました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は35億59百万円、営業損失は67百万円、経常損失は33

百万円、四半期純損失は15百万円となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

①印刷事業 

一般商業印刷物の売上高は当社の主力製品であるカタログや折込チラシを中心に26億38百万円、包装印刷

物の売上高はパッケージを中心に５億19百万円、出版印刷物の売上高は３億79百万円、合計売上高は35億37

百万円となり、営業損失は53百万円となりました。 

②イベント事業 

売上高は官公庁等からのイベントを中心に32百万円、営業損失は14百万円となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

（流動資産） 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、65億76百万円となりました。その主な内訳は、現金及び

預金24億45百万円、受取手形及び売掛金31億26百万円であります。 

（固定資産） 

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は、110億18百万円となりました。その主な内訳は、有形固

定資産73億68百万円、投資その他の資産35億37百万円であります。 

（流動負債） 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、48億43百万円となりました。その主な内訳は、支払手形

及び買掛金18億58百万円、短期借入金16億60百万円であります。 

（固定負債） 

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は、28億57百万円となりました。その主な内訳は、退職給付

に係る負債21億32百万円であります。 

（純 資 産） 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、98億93百万円となりました。その主な内訳は、資本金12億

36百万円、資本剰余金10億49百万円、利益剰余金73億64百万円であります。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、前回公表（平成26年５月12日

付）いたしました「平成27年３月期連結業績予想に関するお知らせ」に記載の業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

なお、当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことに伴い日本イベント企画株式会社及びSun Messe 

(Thailand) Co.,Ltd.を連結の範囲に含めております。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、

退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の

基礎となる債権の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込

期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１

四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が895千円増加し、利益剰余金が584千円

減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は

それぞれ2,466千円増加しております。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 

該当事項はありません。 
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